
ベンタクロールフエノールナトリウム

水溶液による杉材の加圧注入について
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古 沢 清1)

米国においてはベンタクロールフエノ{ル (PCP) は石油および石油， クレオソート混合物

に溶解して. 1945 ~tミごろより電柱，土木IJJ 材等に使IIJ しているがp ベンタクロールフェノ{

ルナトリウム (Na-PCP) は青変防止等の予備的な防防に使川せられp 加圧it入には実施せら

れていない模様である。 とれが原|必は極々遣うると忠われるが，主に Na-PCP の民間性の不良

によるものと考えている。

わが国の現状では PCP の溶剤は乏しいうえに高価なため到底実川化をはかるととは困難と

川われるので，むしろ Na-PCP の使IlJ法を極力研究すべきであると以う。竿7í-は日iニ年来 Na­

PCP 水溶液による加圧注入について二，三実験を行ったので， その結果について、出告-する。

なおy 薬剤をもωbせられた三チ|二化学，保土ヶ谷化学 . Jl目電化，旭硝子の各会社に対して深Itt:

な謝;立を去する。

E 供試材料および実験方法

1)イル;武村および、実験方法

埼玉県産 6.5m 杉ノj、杭むよび利i奈川県産の杉材を使川した。小柱は第 1 図に示す方法で，

2m の試材を採取し. a. b. c... に示す部分からは円主主を取り年I[命術皮，合;J'(率il!1JÆI亡イ~t:し

た。年輪'/i'，'度i主 .+.J:~J5 • ヱ|三均合水率 37%. 辺材率は-'1三J:b] 78% で、あった。

111'11の注入にはできるだけJ:~J ーになるようにキJJ合わせをしたもの(たとえば lA ， 2B , 3C) 

2--3 本を{吏川した。処#1\後の丸太は rl~央で横断しp さらに小心に沿って縦断して木r1からの

摩川j長を検した。 I吸収量は ìt入前後の主量主をもって去わした。また. Ilil[1奈川県立との材はそれ

ぞれ実験の目的に応じた寸法のものを使用した。 気乾状態のもので年倫密度は "1工均 5 であっ

た。

横方向の遠i間長:.，-よひ:合7]'(率に関する実験

では. 5x5x6cm の二方柾の式材を使用し，

木口に石炭酸ホルマリン樹脂を塗平!î. 硬化し

たる後木口封鎖、器(第 2 図〉を使用して木r1

1)木材部材質改良科防腐および耐火研究室
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第 1 図試験材
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gf); 2 図木口封鎖野

2) 供試薬剤
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第 1表溶液の透明度

7・で 液 iummhsim1
(%) I 保有 考

水 道 水I 1∞ 
制夜 1 (透明) I 99 i f 突験 (2) およ t猿戸 (1) の pH

I 77  I L;陶寸臼の穆j関長測定に使用

溶液 2 (糊) I 56 I f 捌1)に脚
UV  I L 光電比色計により測定す

方[liJ よりの主主透を防止した。 iì:入処理後，繊維方向の中央

部を飢f析して法iWJ:長を測定した。

いやれの実験も注入法は充和11胞法を油月j した。

実験l亡供した l%Na-PCP i容液の透明度 (Transmission) は第 1 去の通りである。

実験1.に使用した界面活性剤の成分は下記の通りである。

エキサノ-)レ(非イオン) 109 ラウリルアルコ{ル，酸化エチレン

ベレツクスNB (アニオン) 1tí;~i&.アルコ{ル p ナフタリンI.G. ネカール系統

たお呈色反応薬には 2% 硫酸~11Û7kitfi-夜を使用した。

田実 験

実験 1

実験 1 においては処理問度， 1容液の濃度および pH 等の各国子について検討しp あわせて界

商活性剤添加による実験をも行った。その結果は'tlB 図~第6 図の辺りである。

以上の実験によって， Na-PCP の泣if\U長に影響をおよほす因子は制度p 濃度および pH で

あるととが明らかになったのでp さらにとれらの好越と，巴われる各条件を組合わせて行った注

入処辺Hの結果は第 2支の通りである。
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第 3 図 温度と穆潤長， ~位以量の関係
Na-PCP: 1 %溶液

処理条件:前排気 650mm 20min，圧力 7kg/cm2 ，

加圧時間 120min
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第 4 図濃度と渉i閏長，吸収量の関係
処理条件: lìíj排気 650mm 20min，圧力 7kg/cm2 ，

加l庄時1m 120min，淘度 20 CC
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第 5 図 (A) pH と穆潤長の関係
試験材: 2.5x5x60cm 
Na-PCP: 1% 溶液
処理条件:前排気 700mm 20min , 

庄力 3.5kg/cm人加圧時間 30min ，
温度 25 U C
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第 5 図 (B) pH と穆j閏長との関係
試験材: 5x5x6cm 
Na-PCP: 1 %溶液
処理条件:前排気 700mm lOmin , 

圧力 3.5kg/cm2， 力日圧時間 20min ，
温度 25 0C

pH 補E剤:苛性ゾ{グ

第 2 表 好適な各条H二を組合せて行った注入成績

I ~7t-P~ I PU  I 附|試験材|年愉 i 溶液|関長|
試験材 !濃度 IPHI 画え l乾燥L且l 密度|段収量 11&"lf'oJ JX: I 的 考

(%) 1 (OC)1 (kg/mB) 1 (kgim3)1 (cm) 1 

I'-A , 2'-C LO 110_81 22 469 4 I 470! 90 1.試験材長 2m

2. 実験の都合に土り1.0%

以外の突験はできなかっ

7こ。

2'-A , 1'-C グ!か I 40 481 4 553 , 95 

I'-B , 2'-B l か|か 60 471 5 545 95 

処理条件は第 3 図と同じ

実験2

本実験は横方向の主主i同長および、材の合水率 p 溶液の透明度と法判長との関係を I~j らかにする

ため行った。

なおp 蘭方自の法ir可長の実験Iては比較のた

め Wolman salt (イワニット)を使川した。

その結果は第 7 図 P 第 8 図および第 3 去，第

4表の遇I りである。

W 考察

Na-PCP の主主潤の不良な));(凶としては p

1) Na-PCP の分子が車/11胞世に吸着する。

2) 材が酸性であるため，法透する 11祭に材中

で I!I和作用が行われ;;}[[闇i の PCP が生歩る。

3) 木材成分との化学結合。 4) Na幽PCP

の分子の大きさタ等が推察せられるがp いす

れによるかははっきりしない。
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第 6 図
活性剤IJì添加による温度と穆i首長，吸収量の関係
Na-PCP : 1% 溶液
処理条件:前排気 650mm 20min，庄力 7kg/cm2 ，

力日庄時間 120min

第 3 表試喰材の含水率とw潤長の関係

試験材 OA ( % ) 62 I 34 I 21 I lﾜ 合 7K 来 v.::... v--r 

切線方円 (mm) 2.8 2.7 4.1 3.5 
の1!ffi潤長

処理条件は第 7 図と同じ
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第8 図圧力と l反収量の関係

試噴材そのた第 7 図と同じ

I Na-PCP I I ì?~液|試験材1 r.c=1 溶液|
試験材 l 濃度同同町乾段重量|謹 1 1則又fEt l 穆i閏長

|(%) I (OC) I (kgim3)~ I (kgim3)I (cm) 

づ-C 1.0 8.81 22 53τ-5-! -440 ~ 第3 図と比較対照のこと
463, I 5 I 539 

4 I 534 

第 7 図圧力と穆j関長の関係

試験材: 5x5x5cm 
Na-PCP wolman salt: 1% 溶液
処理条件:前排気 700mm 10min, 

加圧時間 20min ， ì侃度 25 0C

第 4 表透明な溶液を使用して行った注入成績

3'-A , 4'-B ノア I 39 /f 

4'-;\ , 3'-C |か I 50 456 /f 

5'-A , 3'-A /f 11' 60 445 4 I 536 

処理条件は第 3 図と同じ

写真 1 液紙上の Na-PCP ìri液のJ)tがり!肉店

中央の青色部分は Na-PCP，問団の線l士溶媒(水)の拡がり

i荷
手-y­
守

73 

88 

90 

温度による影響は温度が

上昇するにしたがって法判

長，吸収量ともに士偉大する

ようである。出1~.~f立の方が

低濃度より主主判長は大にな

る傾向があるが， I吸収量は

だいたい変化がない。これ

は実験2 のi存液の透明度の

(I\IJ認と関連性があり，濃度

が大になればi容液の透明度

は悦下レ主主iMU長は劣るもの

と〆汚えら *1るカむカ込なりの

_j-.主，'.1tl'HII]がみられるところ
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から，透明なi術夜を使川す

ればその傾向はますますた

になるものと想像せられ

る。 f斤'liJ:剤添加による影~rsI

はほとんど;忍めら ~1-t;;: い

(第 3 図とよ七!民)。 法判長

はヱキサノ{ル 109，ペレ

ツクス NBともに同様な傾

向があるがp 吸収量におい

てはヱキサノ{ル 109 が幾

分優れているようである。

い十れも吸収量はf日生剤を

添加しない場合よりは才汁二

劣っている。

写真 2 木口穆透の及(まない部分の穆j問状態

pH と法判長との関係は，縦方|自]，横方向の主主i問長とも pH 1O .2~10.8 のÍj(~闘で設も良好

な飢を示し， pH のrllìrE剤は NaOH， Na3C03 がよく ， NH40H は劣っている. pH 11.5 く

らいから法判長が共第に降下するのは材の膨刊に起因するものではなかろうかと考えている。

横方向(切線方向)の法透は圧力の上#に従って増大するが， NaF IL比すればだいたい

1/2 くらいであり p かつ， Walman salt rjlのデニトロフヱノール (DNP) よりは若干劣るよ

うである。しかし， NaF の法判長は実験の範囲内で、は p 圧力の f-J斗に従って直線的に増大し

ているが， PCP , DNP はいす=れも rll!線になり同様な傾向を示している。

，'*笹方向の Na-PCP の法in1は年愉を主主透しないためほとんど、認められない。したがって木

口からの法潤の沿よばない筒所の迭問状態は，写民 2. I亡示しであるように午係方向の法i悶は

なく，干1t;il* l，抗等の存するととろが切株方向に君子法制しているにすぎないυ

NaF は 1~2年輪法透するととが認められた。吸牧量も法判長と ['iJ様た傾向を示し， Naｭ

PCP が多少劣っている。材の7;-7J<率と主主if句長の関係は 20% 附近が良好な位を示している。

溶液の透明度に関しての実験は，透明な溶液が!琵濁液よりもはるかによい法判長，吸牧量を

示している。!琵濁i夜の主主透不良な原因は，多分位子が重絞孔の薄膜の通路を塞ぐためによるも

のと考えている。

V 摘要

Na-PCP の実用化についてはなお数々の問題が残されているが， 一応本実験の結果を鎮め

れば、とえのとおりである。
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1.溶液温度が高くなるに従って吸牧量，主主潤長は増大する。

2. 高濃度の方が低濃度のもq より主主潤長が犬である。

3. 溶液の pH は 10.2~lO.8 の範囲で最も良い法判長を示す。

4. 活生剤の添加!の影響は認められない。

5. 横方向の主主i閏長は切秘方向では若干あるが， "1主極方向ではほとんど認められない。

6. 材の合水率は 20% 附近が良好訟法潤長を示す。

7. 透明な溶液が懸濁液より法判長p 吸収量において p はるかl亡良好で、ある。
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Kiyoshi Fm江戸λWA: Studies on the Pressure Treatment of Sugi 

(Cryρtomeria japonica ﾐ. ﾐON) 

Timber with Sodium Pentachlorophenol Solution. 

R駸um� 

The author studied 0ロ the pressure treatment of Sugi (Cr yρtomeria jaρonicα 

D. ﾐON) timber with sodium pentachlorophenol solution. The results obtained 

by this experiment are asfollows: 

1) High temperature gives better absorption and penetration than low 

temperature. 

2) The penetration is greater at high concentration than at lower concenｭ

tratlOn. 

3) The adequate pH of treating solution is from 10.2 to 10.8. 

4) The addition of wetting agents to thεtreating solution is not effect on 

penetration. 

5) There is more OT less penetration in the tal1gential direction but is little 

in the radial direction. 

6) The c1ear solution shows much better results than the turbid soluti�. 


